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発明の概要 電荷を有しないアルキル基またはアリール基および１個以上

３個以内のメトキシ基またはエトキシ基またはクロロ基を有す

るシラン化合物により表面を被覆した雲母基板上にＤＮＡ含有

溶液を置き、ＤＮＡの末端をその被覆基板表面に付着させ、重

力、遠心力、電気泳動またはポンプによる送液または吸い上げ

である溶液の流れまたは気液界面の移動によりＤＮＡを配向、

伸長させ、固定する方法である。シラン化合物の有するアルキ

ル基が炭素数１～４個の低級アルキル基であり、アリール基が

フェニル基またはベンジル基であり、アルキル基を有するシラ

ン化合物においてはアルキル基が１個以上３個以下でメトキシ

基またはエトキシ基またはクロロ基が３個以下１個以上のメト

キシトリメチルシラン、エトキシトリメチルシランまたはプロ

ピルトリメトキシシランであり、またアリール基を有するシラ

ン化合物においてはアリール基が１個以上２個以下でメトキシ

基またはエトキシ基またはクロロ基が３個以下２個以上のフェ

ニルトリメトキシシランである。またシラン化合物で被覆した

雲母基板がシラン化合物の蒸気により雲母基板の表面を被服

、 。し 必要に応じてその被覆基板を加熱して固定したものである

産業上の ＤＮＡを雲母基板上の広い範囲に渡って直線状に引き伸ばし

利用性 て固定する方法を提供する。

本発明によれば、原子レベルで平坦な雲母基板上に直線状に

引き伸ばしたＤＮＡを多量に固定することができるので、ＡＦ

Ｍ（原子間力顕微鏡）やＳＮＯＭ／ＡＦＭ（走査型近接場光プ

ローブ顕微鏡）によりその位置をナノメートルレベルで逐次決

定して行くことが可能である。

適用製品としては、ＤＮＡを伸長、固定する方法が考えられ

る。
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